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初崎箇所は、四万十川右岸最下流部（高潮区間）に位置し、無堤部対策（流下能力不足） 

として堤防整備が早急に必要な区間となっている。しかし、当該箇所には、文化的景観を有 

するタブノキ群落が存在するほか、県道、初崎港及び高知県指定の航路などの機能維持が必 

要である。また、洪水・高潮・津波等に対する強度も要求された。そこで、四万十川の築堤 

では初となる特殊堤防として整備することとした初崎堤防の構造等について報告する。 

 

キーワード 治水，堤防構造、景観 

 

１． はじめに  

四万十川初崎堤防は、右岸 0k/400～1k/000に位置し、

無堤部対策（流下能力不足）として堤防整備が早急に

必要な区間となっている。また、周辺は山に囲まれた

中に初崎港、県道、民家、小港、タブノキ群落など（図

－１）が集中している。ここで、設計に際して、治水機

能を向上させるため、洪水・高潮・津波等を考慮した構

造及び文化的景観を有するタブノキ群落、県道 343号、

初崎港及び高知県指定の航路などの周辺環境・景観に

も配慮した特殊堤防の整備について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 

２．計画時の現状 

(1)  周辺の現状 

 初崎箇所は、上下流山付の閉鎖型区間の無堤部で有

り、計画高水流量 16,400m3/sに対し、12,650m3/sと著

しく低い。また、平成 17年 9月台風 14号では、高潮

により浸水面積 4.4ha の浸水被害が発生しており、早

急な無堤部対策が必要である。更に東南海・南海地震

で発生すると想定されている津波（ＴＰ＋約７m）によ

り、背後地家屋は浸水する。 

 背後地には地域住民の唯一の生活道（県道 343 号）

が通っており、浸水によって道路が不通となれば、初

崎、名鹿、布、立石地区が孤立する。 

(2)  重要文化的景観 

四万十川（河口～13.5km）は、文化財保護法に基づく

重要文化的景観に選定されている。また、初崎箇所の

文化的景観を有しているタブノキ群落（図－２）につ

いては、四万十市より保全するように要請されている。

特にタブノキの巨木は第一に保全すべきと学識者など

から助言を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 



 

(3)  他事業との関係 

 初崎箇所には、堤防計画箇所沿いに県道 343 号、初

崎港、小港等の公共施設があり、その機能を維持した

計画が必要とされている。また、川側には高知県指定

の下田港航路があり、航路への配慮も必要とされてい

る。 

３． 堤防設計 

(1)  特殊堤選定（法線計画）のポイント 

 法線計画は、次の①～⑥（図－３）により選定した 

①小集落のため、移転家屋を最小限にする。 

②集落を孤立させないように県道機能を保持する。 

③初崎港の機能を維持し、航路にも影響させない。 

④タブノキ群落を極力保全する。 

⑤小港機能を維持する。 

⑥四万十川文化的景観へ配慮し、川出しは極力控

える。 

図－３ 

 

(2) 特殊堤（土堤構造） 

 堤敷幅が確保できる区間については、土堤構造（図

－４）とし、計画高水流量にあった高潮堤防構造にて

計画、波返しについては、津波波力に対して安定する

構造とした。また、表護岸基礎には、吸出防止用の矢板

を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 

 

(3) 特殊堤（自立構造） 

 高潮・波浪、L1地震動、常時土圧、津波波力、L2地

震動に対して安定する構造（図－５）とした。また、津

波に対する安定性を確保するため、底面中央前寄りに

突起を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 

 

４． 耐震性能照査 

 「河川構造物の耐震性能照査指針」に準拠し、静的解

析（ALID）により土堤部の耐震性能照査を行った結果、

「地震後の天端高」＞照査外水位（図－６）となり、耐

震性能を満足した。自立部の耐震性能照査は、ΔＵ法

により安定性照査を行った結果（図－７）、特殊堤直下

は、液状化しないが、周辺地盤は液状化するため、鋼矢

板を用いた液状化対策をとることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 

 

５． 景観設計 

(1) 景観に関する関連計画 

 四万十川下流域に関する景観関連計画は、大きく次

の①～④があり、これに基づいて設計を進めた。 

① 重要文化的景観 

（国の重要文化的景観として選定されている） 

② 渡川水系河川整備計画 

（重要文化的景観との整合性を充分考慮） 

③ 四万十川の環境デザイン 

（四万十川景観計画で目標とする四万十川の姿

として「セピア色した川の原風景」） 

④ 高知県四万十川の保全及び流域の振興に関する

基本条例 

（「在来種の苗木の植栽」、「天然木は、原則として

保全」） 

(2) 周辺施設の状況 

 初崎箇所周辺の河川管理施設である、津蔵渕水門、

実崎樋門は、四万十川流域の歴史や文化に配慮すると

ともに、周辺と調和した良好な景観が形成されている。

また、地域資材を生かした石材や周辺の水辺環境に配

慮した化粧型枠で整備され、自然環境と調和した水辺

空間が形成されている。（図－８） 

 

 

 

 

 

 

 

土堤部の耐震性能照査 
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特殊堤の耐震性能照査 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 

(3) 意見整理 

 学識者、地元、四万十市などの意見等を整理した結

果、次のとおり配慮することとした。 

① タブノキの巨木は初崎地区のシンボルであり、重

要文化的景観を残しているため、保全が望まれる。

また、部分的に消失するタブノキ群落のうち、移

植可能なものについては、移植・保全が望まれる。 

②特殊堤防については、外壁の過度な化粧型枠より、

四万十川らしさを持つ、堤防景観が望まれる。 

(4) 基本方針 

 四万十川らしさを持つ、景観設計を創出するため、

（図－９）のとおりの基本方針を設定し景観設計を行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 

 

 

5. まとめ  

四万十川高潮堤防の整備にあたっては、洪水、高潮、

波浪、地震・津波等の外力に加え、四万十川文化的景

観、風土など、様々な要素があり、これらに対しての対

応について以下に整理する。  

・初崎地区は狭小なエリアの小集落のため、特殊堤防

の採用により集落の分断を避ける計画とした。 

・重要文化的景観に指定されているタブノキの巨木と

周辺樹林帯は、堤防計画上やむを得ず消失する部分

を除き、最大限保全する堤防法線とした。 

・洪水、高潮、地震・津波に対して、安定した構造とし

て特殊堤（自立）構造区間を採用することにより、少

ないスペースで県道、漁港の機能を生かしつつ安定

性を満足する計画とした。 

・四万十川への堤防前出しを極力控えたことで航路及

び文化的景観に配慮した。 

・四万十川の豊かな汽水域面積を極力減少させない計

画とした。 

  

6. おわりに  

最後の清流四万十川として全国から注目されている

反面、当整備箇所（初崎堤防）では、過去に台風による

洪水・高潮被害が発生している。更に東南海・南海を震

源とする地震・津波の発生も想定されている。平成２

９年度より堤防整備に着手し、令和５年度の完了を目

指している。現在、関係機関・地元などと合意形成を図

りつつ順次、整備を進めており、完了後には、洪水・波

浪・高潮・津波等の被害が軽減され、住民の安全・安心

した生活が期待されている。 
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